
令和６年第９回教育委員会会議録 

 

１ 開会及び閉会等の年月日、時刻 

令和６年９月２７日（金） 開 会：１５時１５分 閉 会：１５時３５分 

２ 会議の場所 

周南市岐山通１丁目１番地 周南市役所 ５階 委員会室３ 

３ 出席者の氏名 

教 育 長  厚 東  和 彦 

委 員  松 田  福 美 

委 員  吉 本  妙 子 

委 員  片 山  研 治 

委 員  岡 寺  政 幸 

４ 会議に列席した事務局職員等の職氏名 

教 育 部 長  十 楽  さゆり 

教 育 部 次 長  伊 上  慎 一 

教 育 政 策 課 長  〃 

生 涯 学 習 課 長  上 野  和 子 

人 権 教 育 課 長  山 本  孝 二 

学 校 教 育 課 長  稲 垣  宏 美 

学校給食課課長補佐  末 次  一 欽 

中 央 図 書 館 長  石 村  和 広 

熊毛総合出張所次長  坂 本  和 也 

５ 会議の書記の職氏名 

教育政策課課長補佐  大 竹  新 人 

教 育 政 策 課 係 長  田 中  良 二 

６ 議事日程等 

日程 件 名 

１ 会議録署名委員の指名について 

２ 議案第２５号 周南市教育委員会表彰の被表彰者の決定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 会議録署名委員の指名について 

教育長 

ただいまから令和６年第９回教育委員会定例会を開催いたします。 

議事日程に従いまして進めてまいります。 

日程第１、「会議録署名委員の指名について」でございます。本日の会議録署名委員は、松田委

員さんと岡寺委員さんにお願いいたします。 

 

２ 周南市教育委員会表彰の被表彰者の決定について 

教育長 

続きまして、日程第２、議案第２５号「周南市教育委員会表彰の被表彰者の決定について」を議

題といたします。 

この件につきまして、教育政策課から説明をお願いいたします。 

教育政策課長 

それでは、議案第２５号「周南市教育委員会表彰の被表彰者の決定について」ご説明いたします。 

議案書の７ページから９ページをご覧ください。 

提案理由は、周南市教育委員会教育長に対する事務委任等に関する規則第２条第２０号の規定に

基づくものでございます。 

教育委員会表彰につきましては、周南市教育委員会表彰規則及び周南市教育委員会表彰規則取扱

要綱の規定により、毎年度、事務局各所管課及び学校からの内申に基づき、教育委員会へお諮りし、

表彰者のご決定をいただいております。 

本年度は、周南市教育委員会表彰規則第２条第２号に規定する「学校教育の振興に顕著な功績が

あった者」が個人３名及び２団体、同規則第２条第３号に規定する「社会教育の振興に顕著な功績

があった者」が個人１名、また、同規則第２条第４号に規定する「学校保健及び体育の振興に顕著

な功績があった者」が個人１名で、合計個人５名、２団体の方を候補者としております。 

まず、「学校教育の振興に顕著な功績があった者」に該当する３名、２団体の候補者をご紹介い

たします。 

最初に、有馬 孝志様でございます。 

有馬様は、昭和５６年から須々万地区まちづくり推進協議会の一員として、また平成２８年から

は会長として、学校運営支援に貢献されています。 

校地内環境整備の取りまとめや、見守り隊として見守り活動を行い、学校運営協議会においても、

会長として、各機関・団体のみならず、校区内の他地域とも連携協力し、地域とともにある学校づ

くりに尽力されています。 

また、地域伝統芸能である、大名行列保存会の一員として、児童に指導を行い、ふるさとへの愛

着と誇りの醸成に取り組まれています。 

次に、内山 昇様でございます。 

内山様は、平成２６年から秋月小学校学校運営協議会だけでなく、秋月地域合同学校運営協議会

の両協議会を同時に立ち上げられる際、地域や他団体と幾度も調整・協議を重ねられ、設立に尽力

されました。 

設立後も委員としてだけでなく、会長、副会長として、継続的に学校運営支援に取り組まれまし

た。同時に、ご自身が会長を務める、秋月地区自治会連合会をはじめ、地域の各団体と連携強化を



図り、１小１中の特性を生かした小中連携教育を推進し、地域とともにある学校づくり、９年間の

連続した学び・育ちの充実に貢献されました。 

なお、内山様は、活動年数が１０年ではございますが、活動内容について、学校運営を含む学校

教育に大変尽力され、また、令和５年度で退任されたことから、教育委員会として功績を表彰する

機会は今年度が適していると考え、候補者としております。 

次に、田中 栄作様でございます。 

田中様は、昭和６２年から交通立哨を開始され、平成１８年からは見守り隊として児童の登下校

の見守り活動を毎日取り組まれています。 

また、学習支援ボランティアとして、２０年以上、子どもたちに野菜の栽培体験学習の指導を継

続的に取り組み、特に、福川地区の伝統野菜である「とっくり大根」の栽培と漬物作りは、種から

育て、収穫して漬物に加工するまでの過程を丁寧に指導し、子どもたちに福川地区に残る伝統野菜

の素晴らしさを伝えていらっしゃいます。 

次に、人形劇ぽっぽっぽ様でございます。 

人形劇ぽっぽっぽ様は、平成４年から読み聞かせの活動を開始し、地域の幼稚園で手作り人形を

使った人形劇や絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど子どもたちの豊かな感性や情緒を育む幼児

教育に尽力されています。 

また、地域だけでなく市内の幼稚園や保育施設、子育て支援サークルなどでも、親子を対象にし

た活動に積極的に取り組まれています。 

次に、ぬまぎ文庫様でございます。 

ぬまぎ文庫様は、平成５年からお話し会や読み聞かせのボランティア活動を開始し、大型紙芝居、

手遊び、歌遊びなども活用して、子どもたちの豊かな感性や情緒を育む幼児教育に尽力されていま

す。また、地域だけでなく市内の幼稚園や保育施設、子育て支援サークルなどでも、親子で豊かな

心情を育めるように、積極的な活動に取り組まれています。 

続きまして、「社会教育の振興に顕著な功績があった者」に該当する１名の候補者をご紹介いた

します。 

片山 悦子様でございます。 

片山様は、平成１９年から、本市の家庭教育支援を総合的に推進する団体「周南市家庭教育推進

協議会」の委員に参加され、家庭教育支援に関する活動に取り組み、本市の家庭教育支援に尽力さ

れました。 

また、平成２２年度からは、地域に根差した支援活動を行うため、「家庭教育支援チーム」を西

部・東部・北部地区で、３チーム結成する際に、北部地区の代表として、令和５年度までチームを

けん引されました。 

続きまして、「学校保健及び体育の振興に顕著な功績があった者」に該当する１名の候補者をご

紹介いたします。 

板垣 明未様でございます。 

板垣様は、平成６年から現在まで３０年にわたり、学校医として周南市の小学校で、児童、学校

教職員の健康管理や保健衛生の向上に熱意を持って取り組まれています。 

また、学校との連携を緊密に図りながら、内科医として適切に保健指導を行われ、学校の保健衛

生の保全や、児童及び学校教職員の健康保持に尽力されています。 

 



以上、５名、２団体の方についてご紹介させていただきました。 

いずれの方も、本市の教育の振興及び発展におけるご功績は顕著なものでございますことから、

本年度の周南市教育委員会表彰の被表彰者といたしたいと考えておりますので、よろしくご審議、

ご決定のほどお願いいたします。 

教育長 

 はい、ありがとうございます。 

それではご質問がございましたらお願いいたします。 

岡寺委員 

 はい、質問というか、この表彰について伺いますが、対象者数は地域で平準化して行うものなの

でしょうか。それとも年によってこの地域からといった取り決めがあるのでしょうか。 

教育政策課長 

 はい、特にそのような制限は設けておりませんので、功績があり、表彰したい方を全校から募っ

ております。 

松田委員 

 今のご回答は、内申によって決定するということですね。内申数は今回の表彰者以上にあったの

でしょうか。 

教育政策課長 

 本年度はもう１件ほどございました。 

松田委員 

 内申も表彰も数が多いほど良いと思っているので、全体の数をお伺いしました。 

 今回団体として表彰対象となっている２団体は学校教育分野となっていますが、主にどこを拠点

として活動しておられるのでしょうか。 

教育政策課長 

 人形劇ぽっぽっぽ様は幼稚園、ぬまぎ文庫様も幼稚園を対象として活動しておられます。 

松田委員 

 今は幼稚園だけでなく、こども園など色々な施設がありますが、そのような範囲まで含めて募ら

れたのでしょうか。 

幼稚園は昔から学校教育分野ということで対象となっていましたが、実際には幼稚園以外の施設

で活動されている団体もあるかもしれませんが、それはどういった分野で表彰の対象となるのか若

しくは教育委員会の表彰規則として対象とならないのか、認定こども園など、どうなるのでしょう

か。 

教育政策課長 

 基本的には幼稚園を対象としていますが、こども園という形であれば、現在だと鹿野があります。 

 しかしながら、内申の取りまとめをこども保育課にお願いしているため、どこまでの範囲に照会

をかけられたかについては、確認が必要となります。 

 今後はしっかり把握しておくようにいたします。 

松田委員 

 教育委員会表彰ということで区分けはあると思いますが、世の中が変わってきている中で、社会

教育など、どこまでを対象とすべきかについては常に検討する必要が有るかと思います。 

 逆に、そういう方は他の分野で表彰をされるのであれば、その部署と連携をとって漏れがないよ



うにすれば良いだけですが、一応確認をさせていただきました。 

教育長 

今後は教育委員会の中で整理するものと、他部局で整理してもらうものとしっかり連携を取って

もらうよう、お願いいたします。 

その他、ご質問はございませんでしょうか。 

 

 （※異議なしの声） 

 

それでは、議案第２５号を決定いたします。 

教育長 

本日の議事日程は以上でございますが、そのほかにご質問はありますでしょうか。 

 

 （※異議なしの声） 

 

それでは、以上をもちまして、令和６年第９回教育委員会定例会を終了いたします。 

 

 

署名委員 

松 田 福 美 委員                 

岡 寺 政 幸 委員                 


